
明
治
末
期
～
大
正
初
期
の
綴
-
方
教
育

一
'
資
料

考
察
の
対
象
と
す
る
資
料
『
文
の
誉
』
は
、
祖
父
の
明
治
四
十
四
年
十
二
月

か
ら
大
正
五
年
四
月
ま
で
に
書
い
た
、
五
冊
の
綴
方
練
習
帳
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
.
鳥
取
県
気
高
郡
青
谷
町
、
中
郷
尋
常
高
等
小
学
校
四
年
に
始
ま
り
、

以
後
五
年
間
に
わ
た
る
綴
方
作
品
集
で
あ
る
o

つ
ざ
に
、
そ
の
目
次
を
掲
げ
る
。

J

-

≡

f?y
第
五
第
六
第
七
fc"八

蔵
　
　
光

純
　
　
子

ぶ
*
'
蝣
つ
り

m利
根
川

茸
狩
り

水
泳
夏
休
中
ノ
一
日

T~11

<事

第邦苅知耶・IS tt小
七六五四三ニー四

河
野
通
有
(
十
二
月
二
十
t
日
木
曜
日
)

冬
休
の
つ
づ
り
(
以
下
略
記
)
(
机
木
)

尋
第小節第
一五九八

配
鳥
着
物
ノ
t
ヒ
-
リ
言

問
合
の
返
事

櫨
の
手
紙

我
が
帝
国

橘
中
佐

v
-
t
j
j
叫

虎
と
猫

草
薙
創

・

-

蝣

)

(
‰
月
)

(

'

-

'

;

(陥木)

I

-

 

'

-

'

蝣

-

-

1

(
%
火
)

I
.
・
.
 
I
-
・
1
・

I
　
-
-
.
い
J

(
関
係
教
材
)

修
身

読
本
巻
八
1
 
6

巻
八
1
 
8

虫
の
音
楽

空
気
恐
ろ
し
い
大
水

茸
を
送
る
手
紙

秋
の
山

茸
狩
こ
と
ば
ち
が
ひ

柿
と
り

水
車

閉
I
O
K
W
K
3
1

.
・
V
-
1
八
2
6

巻
八
2
1

巻
九
1
・
2

岨
風
?
&
s

M
.

思
い
出
す
去
月
の
今
日

柿
売
そ
-
じ
ば
ん

日
本
一
ト
思
フ
モ
ノ

秋
の
景

蝣

V

A

l

冬
景
色

私
の
正
月
元
旦

私
の
役
メ

四
方
ノ
林
ノ
話

水
車
寒
い
朝

年r~~.;-*-

正
月
の
朝

兎
狩
り

冬
の
山

児
島
高
徳
の
忠
義

初
夏

蝣
t
:
l
十
一
.
I
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今
日
の
雨

湿
布
ポ
ー
-
レ
ー
ス
見
物

に
さ
そ
う
文

運
動
会
見
物
に
さ
そ

う
文
運
動
会
に
友
を
迎
え
た

軍
人
を
迎
え
た

日
記
柿
を
送
る
手
紙

晩
秋
宙
取
練
習

今
日
の
大
雨

尋
小
六
ア
ラ
ビ
ア
馬

稲
刈
に
人
を
頼
む
文

秋
祭
に
人
を
招
く
文

運
動
会
に
友
を
招
く

文田
植
に
手
伝
を
頼
む

文年
賀
の
文

E
^
J
小

悔
の
文
-=-'r-i小

由
利
八
郎
の
事
を
記

せ

巻
十
一
1
 
9

巻
十
一
1
 
1

江
戸
幕
府
の
政
策

運
動
会
の
案
内
状

法
事
に
招
-

同
返
事

歳
暮
の
文

出
征
丘
士
に
送
る

慰
問
状

冬
景
色

冬
C
K

雪
の
朝

佐
野
源
左
街
門
尉
常

世
の
事
を
記
せ

高
小
-展覧
会
の
状
況
を

知
ら
す

卒
業
生
ヲ
送
ル
辞

第
1
校
時

括
国
尾
崎
先
生
の
許
に

日
記
文
(
文
語
二

改
作
)
日
記
都
会
と
田
舎

母
乃
愛

春
と
秋

展
覧
会
及
び
落
成
式

当
日
の
記

高
小
春
】

法
会
花
招
-
文

同
返
事

悔
状
大
正
五
年
を
迎
え
て

高
小
二
年
賀
状
(
親
戚
に
)
男
文

(
友
人
に
)
女
文

ス
パ
ル
タ
武
士

雪
(
口
語
常
体
)

修
発
の
必
要
ォ
る
所

以吾
が
希
望

な
お
、
以
下
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
'
次
の
要
領
に
し
た
が
っ
た
。

○
改
行
の
場
合
は
'
改
行
箇
所
を
'
「
あ
り
ま
/
し
た
。
」
の
よ
う
に
'
/

で
示
す
。

′

○
添
削
に
よ
り
消
し
て
あ
る
箇
所
は
'
「
封
.
刊
」
の
よ
う
に
、
傍
線
を
付

し
て
示
し
'
そ
の
右
に
改
め
ら
れ
た
文
字
を
記
入
す
る
。

○
引
用
文
中
1
線
は
す
べ
て
、
引
用
者
の
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
へ
考
察

目
次
を
眺
め
て
分
か
る
よ
う
に
'
こ
れ
ら
の
程
方
は
自
由
文
へ
書
簡
文
、
教

科
書
(
読
本
)
　
を
参
考
と
し
た
も
の
の
三
種
に
分
類
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

割
合
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
大
体
自
由
文
五
、
書
簡
文
二
、
教
科
書
素
材
二
と

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
な
が
ら
へ
以
下
内
容
催
移
り
ま
す
.

尋
小
四
'

「
鐸
一
河
野
通
有
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甲
上
河
野
通
有
と
い
ふ
人
は
四
国
の
い
よ
と
い
ふ
所
の
人
/
で
あ
り
ま
す
あ

る
時
元
の
兵
が
は
か
た
の
園
に
出
て
見
る
と
あ
/
と
の
人
は
石
が
け
の
中
か

}

J

K

ら
ふ
せ
い
で
ゐ
る
の
に
身
分
は
/
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
そ
こ
ら
あ

り

　

　

　

　

ち

た
り
に
あ
る
小
さ
い
船
/
に
の
っ
て
敵
の
大
船
を
捌
か
け
て
進
ぬ
よ
せ
て
は

ば
し
ら
を
は
/
し
ど
と
し
て
ま
っ
さ
き
に
進
ん
で
出
て
敵
の
大
将
の
こ
っ
ぴ

れ
つ
を
/
取
こ
に
し
て
か
へ
っ
て
来
ま
し
た
通
有
は
か
う
い
ふ
忠
義
を
し
た

士
で
あ
り
ま
し
た
で
あ
る
か
ら
私
ら
も
忠
孝
二
つ
の
み
ち
を
つ
-
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
」

「
文
の
誉
」
は
、
こ
の
よ
う
な
書
き
だ
し
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
練
習

帳
の
裏
の
、
か
な
り
明
捺
な
尋
小
六
の
授
業
時
間
表
を
見
ま
す
と
'
算
(
4
)
、

読
(
5
)
、
書
(
3
)
、
綴
(
2
)
、
修
(
2
)
、
地
歴
(
3
)
、
理
(
2
)
、

体
(
3
)
t
 
O
)
と
な
っ
て
い
ま
す
O
読
み
方
、
召
き
方
,
綴
り
方
と
'

計
1
0
時
間
も
の
国
語
授
業
が
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
に
'
河
野
通
有
と
い
う
人
物
設
定
は
'
そ
の
頃
の
修
身
の
本
に
国
に
忠
義

を
尽
-
し
た
人
と
し
て
古
か
れ
て
い
た
の
壬
覚
え
て
い
て
宙
い
た
も
の
だ
と
筆

者
(
祖
父
)
　
が
話
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
小
四
で
す
の
に
、
こ
の
よ
う
に
忠
孝
思
想
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い

る
点
、
注
目
さ
れ
ま
す
O
ま
た
へ
添
削
や
評
価
を
熱
心
に
し
て
返
さ
れ
た
先
生

の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
第
三
舵
鳥

甲
蛇
鳥
は
陸
烏
の
中
で
t
番
大
き
く
あ
り
ま
す
か
ら
人
を
の
せ
た
り
/
物
を

は
こ
ん
だ
り
す
る
が
空
を
飛
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
だ
か
ら
つ
/
ば
さ
は
小

さ
う
て
は
ぎ
は
長
う
あ
り
ま
す
又
首
も
長
う
あ
り
ま
す
そ
し
/
て
は
し
る
こ

と
は
馬
よ
り
も
早
い
と
い
ふ
事
で
す
併
し
く
ち
ば
し
は
短
/
こ
う
あ
り
ま
す

蛇
鳥
の
お
り
ば
は
日
本
に
は
よ
け
い
お
ら
な
い
が
外
/
国
に
は
た
-
さ
ん
お

る
と
い
ふ
こ
と
で
す
「
わ
し
も
ピ
ー
ぶ
つ
へ
ん
で
み
ま
し
た
。
」

こ
れ
は
'
教
科
書
の
つ
ぎ
の
文
章
を
素
材
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

声
尋
常
小
学
読
本
巻
八
第
十
六
鳥

わ
し
、
た
か
、
と
び
な
ど
の
様
に
、
大
空
を
飛
び
ま
わ
っ
て
、
他
の
鳥
を
と

ら
へ
て
食
ふ
烏
や
、
つ
る
'
が
ん
、
つ
ば
め
な
ど
の
様
に
'
気
候
に
よ
っ
て

す
む
所
を
か
へ
る
馬
は
'
結
べ
て
つ
ば
さ
が
大
き
い
.
又
に
は
と
り
'
七
面

鳥
、
あ
ひ
る
な
ど
は
陸
鳥
や
水
上
に
ば
か
り
居
て
高
-
飛
ば
な
い
か
ら
へ
其

の
つ
ば
さ
が
小
さ
い
。
鶴
、
さ
ぎ
、
く
ひ
な
な
ど
水
の
中
を
あ
る
-
鳥
は
は

ぎ
が
長
い
o
陸
上
に
居
る
鳥
で
、
は
ぎ
の
長
い
の
は
'
舵
鳥
で
あ
る
o
蛇
鳥

は
鳥
類
の
中
で
一
番
大
き
く
て
、
卵
も
子
供
の
頭
程
あ
る
o
走
る
こ
と
は
馬

よ
り
も
早
い
の
で
'
空
を
飛
ぶ
必
要
は
な
い
か
ら
、
つ
ば
さ
は
は
な
は
だ
小

さ
い
。
は
ぎ
の
長
い
鳥
は
首
も
長
く
'
首
の
長
い
鳥
は
大
い
て
い
く
ち
ば
し

・
J
長
い
O
併
し
か
は
せ
み
は
は
ぎ
も
首
も
短
-
て
、
-
ち
ば
し
ば
か
り
が
長

い
。
舵
鳥
は
は
ぎ
も
首
も
長
く
て
、
-
ち
ば
し
だ
け
が
短
い
。
水
鳥
の
-
ち

ば
L
は
平
た
く
て
先
が
と
が
っ
て
居
る
。
-
-
-
-
-
-
以
下
略
-
-
-
-

こ
の
よ
う
に
教
科
書
を
素
材
に
し
た
も
の
で
は
'
多
く
の
烏
の
中
で
蛇
烏
1

鳥
だ
け
に
題
材
を
取
り
、
そ
の
要
約
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
ま
た
、
題
材
だ
け

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
'
内
容
は
す
べ
て
創
作
と
い
っ
た
類
の
も
の
な
ど
に
な
り
ま

す
。

「
第
四
着
物
′
ヒ
-
リ
言

私
ハ
元
ハ
一
ツ
プ
ノ
タ
ネ
デ
ア
-
マ
シ
ク
マ
ヅ
五
月
頃
二
人
ノ
家
ノ
畑
二
蒔

/
カ
レ
マ
シ
タ
ソ
シ
テ
コ
へ
ラ
モ
ラ
ッ
テ
ズ
ン
7
1
大
キ
ク
ナ
ッ
テ
七
月
頃

セ

ニ
花
/
ヲ
サ
カ
り
テ
モ
ラ
ヒ
マ
ン
タ
マ
タ
十
月
ノ
初
頃
二
宜
が
熟
シ
マ
シ
タ
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ソ
シ
テ
綿
/
-
イ
7
.
モ
ノ
ヲ
出
シ
テ
綿
ク
-
機
械
ニ
カ
ケ
ラ
レ
テ
-
ッ
パ
ナ

綿
ニ
サ
レ
マ
シ
タ
/
ソ
シ
テ
1
人
ノ
オ
バ
ー
サ
ン
ニ
ヒ
カ
レ
テ
細
長
イ
物
ニ

サ
レ
テ
機
デ
タ
～
カ
レ
タ
-
/
シ
テ
又
ハ
-
ヲ
サ
～
レ
ク
-
シ
テ
ハ
レ
マ
シ

タ
ソ
シ
テ
-
ッ
パ
ナ
新
物
ヲ
コ
/
シ
ラ
へ
ラ
レ
テ
一
人
ノ
ポ
ッ
チ
ャ
ン
ノ
着

物
ニ
サ
レ
テ
土
n
)
ッ
ヶ
ラ
レ
ク
-
シ
マ
シ
タ
」

ぉ
尋
小
読
本
巻
八
第
十
六
木
綿
着
物
ノ
由
来

皆
サ
ン
ノ
着
物
ニ
シ
テ
ヰ
ル
木
綿
着
物
ハ
ド
ゥ
シ
テ
造
-
マ
ス
カ
。

木
綿
餅
ヲ
機
デ
拍
ッ
テ
造
-
マ
ス
o

木
綿
練
ハ
ド
ゥ
シ
テ
出
来
マ
ス
カ
。

鴨
ヲ
機
械
ニ
カ
ケ
テ
ツ
ム
グ
ト
、
木
綿
糸
ニ
ナ
-
マ
ス
.

綿
ハ
何
カ
ラ
-
-
マ
ス
カ
。

綿
ノ
木
カ
ラ
ト
-
マ
ス
。

綿
ノ
木
ハ
ド
コ
ニ
出
来
マ
ス
カ
。

-
-
-
-
-
-
-
・
‥
以
下
略
-
-
-
-

こ
の
期
は
明
治
末
年
'
二
葉
亭
四
迷
な
ど
の
唱
え
る
言
文
一
致
運
動
の
盛
ん

な
時
期
で
す
、
極
め
て
自
然
な
の
び
!
1
し
た
表
現
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
読
む
暗
に
へ
句
読
点
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
'
読
み
に
-
い
の
で
す
が
、

<
着
物
ニ
サ
レ
、
土
ヲ
ツ
ケ
ラ
レ
マ
シ
タ
>
と
い
う
発
想
は
、
な
か
な
か
愉
快

で
す
.
当
時
.
轍
石
の
『
我
輩
は
猫
で
あ
る
』
が
出
た
こ
ろ
で
'
擬
人
法
が
は
や

り
へ
先
生
の
指
導
に
よ
り
そ
の
手
法
を
使
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
第
六
礼
の
手
紙

>

甲
上
こ
の
間
は
勝
手
が
ま
し
い
こ
と
を
類
ま
し
た
が
昨
日
の
読
/
方
の
時
大
そ

う
こ
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
今
日
頃
の
手
紙
を
/
見
る
と
大
そ
う
し
ん
せ
つ
に

訂
H
"
減

書
い
て
あ
っ
て
私
は
一
人
で
/
勉
強
が
出
来
る
よ
I
に
な
り
ま
し
た
か
ら
大

そ
う
う
れ
/
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ま
た
し
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
な
ら
ば
/
ど

う
ぞ
御
知
ら
せ
下
さ
い
ま
せ
ち
ょ
っ
と
一
口
御
鰹
を
印
し
/
上
げ
ま
す

二
月
十
五
日

伊
藤
浅
言
様

蔵
先
工
よ
り

こ
れ
は
へ
授
業
中
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
級
友
に
教
え
て
も
ら
っ
た
時

の
お
礼
の
手
紙
の
練
習
で
す
。
<
こ
の
間
は
勝
手
が
ま
し
い
こ
と
を
-
-
>
等

と
'
級
友
の
間
柄
で
、
妙
に
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

か
え
っ
て
滑
稽
味
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
先
生
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
雷
-
の
だ
と

お
そ
わ
っ
た
時
、
生
徒
の
素
直
な
心
に
は
、
素
直
に
あ
る
種
の
礼
儀
が
溶
け
込

ん
で
行
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

<
よ
-
V
と
古
い
て
い
る
の
を
へ
赤
字
で
<
や
う
V
と
凪
史
的
仮
名
迫
に
訂

正
さ
れ
て
い
る
点
'
注
意
さ
れ
ま
す
。
生
徒
の
心
の
中
に
は
'
自
然
な
表
記
が

浮
か
ん
で
い
る
の
に
'
先
生
の
方
で
無
理
に
強
制
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え

ま
す
。こ
の
書
簡
文
は
H
語
文
で
す
が
へ
尋
小
六
年
の
候
文
の
例
を
次
に
引
用
し
て

S
E
S
S
i

「
尋
小
六
、
運
動
会
に
友
を
招
く
文

拝
啓
時
下
秋
冷
の
候
益
々
御
健
強
ま
こ
と
に
う
れ
し
く
/
存
じ
候
さ
て
来
る

o

o

o

o

o

十
月
二
十
九
(
火
曜
日
)
　
に
は
我
が
/
中
郷
校
の
校
庭
に
て
朝
九
時
頃
よ
り

大
運
動
会
/
閃
き
候
さ
し
つ
か
へ
な
く
ば
御
親
友
と
共
に
朝
の
七
時
頃
よ
り

層
酋
E
S
i
a
O
H
S

私
/
方
ま
で
御
出
下
さ
れ
度
若
し
雨
天
な
ら
ば
順
/
延
に
候
由
御
光
来
下
さ

れ
度
待
ち
居
候
先
す
/
取
急
ぎ
御
案
内
申
し
上
候
　
早
々

十
月
十
日
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友
達
様

こ
こ
で
へ
　
国
定
教
科
霞
と
綬
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
と
思
い



ま
す
。明
治
三
十
三
年
八
月
の
小
学
校
会
施
行
規
則
に
よ
る
と
、
在
来
の
読
雷
、
作

文
、
習
字
が
一
括
さ
れ
て
「
国
語
科
」
と
な
り
、
そ
の
中
で
読
-
方
、
書
キ
方
、

綴
り
方
、
言
語
の
四
分
科
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仮
名

の
字
体
を
定
め
、
変
体
が
な
の
廃
止
、
字
音
仮
名
迫
の
新
定
、
漢
字
の
数
を
お

よ
そ
1
二
〇
〇
字
に
制
限
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
'
新
し
い
綴
り
方
教
育
の

時
代
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。

明
治
三
十
六
年
四
月
、
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
'
小
学
校
教
科
古
の
国
定
時

代
に
は
い
り
'
以
後
昭
和
二
十
年
ま
で
続
-
の
で
す
。

明
治
四
十
年
三
月
に
'
小
学
校
令
改
正
が
あ
り
'
尋
常
科
を
六
年
、
高
等
科

を
二
⊥
二
年
と
し
、
義
務
教
育
年
限
を
六
年
に
延
長
し
て
い
ま
す
し
、
明
治
四

十
一
年
に
は
、
先
の
明
治
三
十
三
年
制
定
の
仮
名
の
字
体
、
漢
字
制
限
等
の
規

定
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。
明
治
四
十
二
年
に
第
二
回
国
定
読
本
刊
行
の
運
び
と

な
り
'
こ
こ
で
は
六
か
年
で
一
三
六
〇
字
の
漢
字
を
と
り
入
れ
、
先
の
漢
字
制

限
に
反
動
し
た
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

祖
父
の
学
習
し
た
-
期
国
定
教
科
苔
時
代
の
国
語
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
へ
次
の
明
治
三
十
三
年
、
お
よ
び
明
治
四
十
年
の
改
正
を
見
て

み
ま
-
1
,
-

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
一
日
新
小
学
令
施
行
規
則
<
第
三
俵
、
国
語
ハ
普

通
ノ
言
語
'
日
常
須
知
ノ
文
字
及
文
章
ヲ
知
ラ
シ
メ
正
確
二
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル

ノ
能
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ヲ
啓
発
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

尋
常
小
学
校
二
於
テ
ハ
初
ハ
発
言
ヲ
正
シ
仮
名
ノ
読
-
方
'
昏
キ
方
、
綴
り

方
ヲ
知
ラ
シ
メ
漸
ク
進
-
テ
ハ
日
常
須
知
ノ
文
字
及
近
易
ナ
ル
普
通
文
二
及
ホ

シ
又
言
語
ヲ
練
習
セ
シ
ム
ヘ
シ

高
等
小
学
校
二
於
テ
バ
　
ー
　
中
略
1

読
,
,
,
方
、
む
キ
方
、
綴
り
方
ハ
各
上
其
ノ
主
ト
ス
ル
所
二
依
り
教
授
時
間
ヲ
区

別
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
特
二
注
意
シ
テ
相
通
絡
セ
.
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス

読
本
ノ
文
章
ハ
平
易
ニ

シ
テ
国
語
ノ
模
範
ト
為
り
且
児
童
ノ
心
情
ヲ
快
活
純

正
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
要
シ
其
ノ
材
料
ハ
修
身
、
歴
史
へ
地
理
、

ノ
他
生
清
二
必
須
ナ
ル
事
項
二
取
り
趣
味
二
富
ム
モ
ノ
タ
ル
へ
シ

理
科
其

文
章
ノ
綴
り
方
ハ
読
-
方
又
ハ
他
ノ
教
科
目
二
於
テ
授
ケ
タ
ル
前
項
、
児
童

ノ
日
常
見
聞
セ
ル
事
項
及
処
世
二
必
須
ナ
ル
事
項
ヲ
記
述
セ
シ

平
易
ニ
シ
テ
旨
趣
明
際
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
∨

明
治
四
十
年
三
月
二
十
一
日
小
学
校
令
改
正

<
第
十
九
煤
　
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
目
ハ
修
身
、
国
語
、
算
術
、
日
本
歴
史
、

地
理
'
理
科
、
図
画
へ
唱
歌
、
体
操
ト
シ
女
児
ノ
為
ニ
ハ
裁
縫
ヲ
加
フ
　
∨

こ
の
よ
う
に
、
国
定
教
科
書
時
代
に
は
い
り
'
先
の
明
治
初
年
の
読
本
と
比

較
し
て
み
て
'
在
来
の
露
骨
な
教
訓
的
な
も
の
が
あ
る
程
度
克
服
さ
れ
'
暖
か

い
文
学
的
色
彩
を
伴
い
始
め
ま
す
.
読
み
方
'
古
き
方
、
綴
り
方
に
お
い
て
'

平
明
な
文
章
(
近
易
な
る
普
通
文
を
取
り
入
れ
、
綴
り
方
の
学
習
上
に
も
'
は

っ
き
り
と
そ
れ
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
国
定
教
科
書
時
代
に

は
い
り
、
ど
こ
か
や
っ
と
現
代
ま
で
近
づ
い
た
、
と
い
う
安
心
感
さ
え
浮
か
び

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
文
章
の
平
明
さ
'
明
る
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
'
の

び
の
び
と
し
た
表
現
、
発
想
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。

綴
り
方
学
習
が
、
読
本
と
か
他
の
教
材
、
生
徒
の
生
活
に
題
材
を
得
て
指
導

す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
へ
先
の
祖
父
の
綴
り
方
練
習
帳
に
教

科
宙
か
ら
の
引
用
が
は
い
っ
て
い
て
も
、
何
の
不
思
議
も
な
い
わ
け
で
す
。
そ

し
て
ま
た
、
「
処
世
に
必
要
な
る
事
項
を
記
述
せ
し
め
」
と
い
う
の
が
、
書
簡

文
の
書
き
方
指
導
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
わ
け
で
す
。
現
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に
、
書
簡
文
は
、
先
に
L
挙
げ
た
よ
う
に
'
口
語
文
'
候
文
体
の
手
紙
の
ほ
か
、

多
く
の
依
頼
文
、
招
待
文
な
ど
を
古
か
さ
れ
て
い
ま
す
.
こ
れ
ら
は
、
西
尾
実

氏
の
言
わ
れ
る
範
文
模
倣
の
も
の
、
あ
る
い
は
候
文
体
の
も
の
、
そ
し
て
、
自

分
一
人
で
考
え
出
し
た
よ
う
な
も
の
、
と
い
ろ
い
ろ
で
す
が
'
概
し
て
、
高
学

年
に
進
む
に
つ
れ
て
、
候
文
体
の
重
文
模
倣
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
小
二
年
の
年
賀
状
の
書
写
し
た
も
の
の
中
に
、
男
文
、
女
文
の
区
別
が
つ

け
て
書
い
て
あ
り
へ
一
方
の
男
文
は
候
文
体
で
女
文
は
口
語
文
体
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
男
文
の
方
は
・
型
に
は
ま
っ
た
年
賀
状
で
あ
る
の
に
比
べ
て
'
女
文
の

方
で
自
由
な
表
現
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
男
文
、
女
文
だ
け
を
と

っ
て
も
,
範
文
校
倣
期
(
明
治
初
年
-
末
年
)
と
自
己
表
現
期
(
大
正
初
年
主

昭
和
初
年
)
の
中
途
の
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
女
文
の

方
も
'
実
際
に
は
、
先
生
の
黒
板
に
書
か
れ
た
も
の
を
模
写
し
た
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
の
び
の
び
と
し
た
暖
か
さ
が
あ
り
ま

1p"
と
こ
ろ
で
、
垣
内
松
三
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
書
こ
う
と
思
う
こ
と
を
、

自
由
に
表
現
す
る
力
」
、
そ
れ
が
作
文
の
本
質
的
な
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
怨
憎
文
や
教
科
召
素
材
で
な
く
、
祖
父
の
日
々
の
折
に

ふ
れ
た
で
き
ご
と
な
ど
を
綴
っ
た
作
文
の
方
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
祖
父
の
な
つ
か
し
い
日
の
思
い
出
に
或
る
も
の
で
す
が
、

自
己
の
主
輿
自
己
の
目
で
'
周
囲
の
自
然
、
事
物
を
眺
め
て
い
る
も
の
も
多

く
あ
り
ま
す
。

尋
小
五
年

「
甲
上
佼
兎
狩
り

五
年
以
上
先
生
つ
い
て
節
一
軍
第
二
軍
と
組
を
分
け
て
/
山
へ
山
へ
と
酌
ん

r

で
行
っ
た
。
先
生
は
ど
こ
か
し
ら
ん
が
ぴ
り
ぴ
り
と
い
ふ
/
ふ
ゑ
の
合
間
に
皆

は
一
同
わ
ー
っ
と
安
を
上
げ
て
勇
ん
だ
が
い
ば
ら
/
に
か
1
り
雪
上
で
す
べ
り

色
々
苦
心
の
上
や
う
や
く
み
ね
ま
で
上
っ
た
/
が
あ
み
に
か
～
ら
ず
ま
う
一
度

と
あ
み
を
は
っ
て
ま
た
も
/
前
の
通
り
進
ん
だ
が
兎
は
一
生
け
ん
め
い
に
に
げ

だ
い
て
し
ま
っ
た
/
皆
は
広
い
野
の
や
う
な
所
で
め
L
を
た
べ
た
　
う
ま
い
の

う
ま
う
な
い
/
の
っ
て
腹
が
へ
っ
て
大
そ
う
う
ま
か
っ
た

め
L
は
す
ん
で
し

ば
ら
/
く
し
て
又
も
兎
狩
り
と
い
ふ
こ
と
で
前
の
通
り
に
や
っ
た
が
あ
み
ば
/

い
っ
て
し
た
が
す
れ
ば
す
る
程
い
ば
ら
に
か
ゝ
り
兎
は
/
と
れ
ず
と
う
と
う
学

ん
は
う
っ
か
り
兎
は
よ
ろ
こ
ん
び
勇
ん
で
と
ん
だ
人
は
も
⊥
皮
/
も
う
一
度
と
a
g

校
め
が
け
て
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ー
′
～

綴
方
練
習
帳
の
裏
側
に
'
祖
父
の
字
で
、
評
点
の
め
や
す
が
諮
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
見
る
と
'
作
文
は
、
(
倭
-
甲
上
、
佼
=
甲
上
〃
俊
)
、
(
甲
上

〟
)
、
(
甲
上
,
)
I
(
甲
上
)
、
(
甲
)
、
(
甲
下
)
へ
(
乙
上
)
、
(
乙
)
　
の

段
階
に
採
点
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
　
こ
れ
に
よ
る
と
一
番
よ
い
点
を
も
ら
っ
て

い
る
ら
し
い
の
で
す
。
少
し
甘
い
先
生
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

し
て
も
、
当
時
の
学
校
生
活
の
様
子
が
い
か
に
自
由
に
野
原
を
歩
き
ま
わ
り
、

自
然
の
中
に
親
し
ん
だ
か
、
今
日
の
子
ど
も
た
ち
と
く
ら
べ
て
う
ら
や
ま
し

い
か
ざ
り
で
す
。
学
校
か
ら
山
へ
兎
取
り
に
行
き
'
み
ん
な
で
広
げ
た
網
か
な

に
か
で
雪
山
に
姿
を
現
わ
す
兎
を
追
う
兎
狩
り
の
作
文
.
禍
が
い
ば
ら
に
か
か

っ
て
、
な
か
な
か
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
お
昼
の
御
飯
が
お
い
し

く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
と
う
と
う
一
匹
も
捕
え
ら
れ
な
い
で
'
「
学
校

め
が
け
て
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
7
-
」
と
結
ん
で
い
る
の
が
'
と
て
も
鮮
や
か
な
印

象
を
持
た
せ
ま
す
。
口
語
文
で
作
ら
れ
て
い
る
の
が
、
心
と
ぴ
っ
た
り
の
自
由

な
表
現
を
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

尋
小
五
年
か
ら
三
年
後
の
高
小
二
年
の
作
文
を
読
ん
で
み
る
と
'
構
成
、
表

現
、
視
点
の
上
で
い
っ
そ
う
の
進
歩
が
う
か
が
え
る
0

-117-



苗
小
二
年

「
　
　
雪
　
(
口
語
冊
体
)

「
雪
、
雪
、
」
何
処
か
で
子
供
の
嬉
し
そ
う
な
聖
が
き
こ
え
る
、
僕
は
/
恩
は

自
や
ヨ

ず
飛
び
起
き
て
見
る
と
世
界
t
両
の
鋼
瑚
刻
へ
枝
の
上
に
は
五
六
/
寸
も
刑
剖
別

つ
も
っ
て
綿
の
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
様
。
三
つ
四
つ
梅
の
花
の
様
/
な
足
跡
が
つ

い
て
ゐ
た
、
雀
の
群
が
寒
む
さ
う
に
モ
ク
セ
の
繁
み
の
問
に
騒
/
い
で
ゐ
る
。

竹
や
ぶ
の
中
で
烏
が
ば
え
る
と
、
さ
ら
・
!
1
と
雪
の
塊
が
落
ち
/
た
。
日
程
出

.
い
て
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
た
爺
が
二
人
、
白
い
息
を
吹
き
な
/
が
ら
迫
っ
た
、
「
お

寒
む
う
ご
ざ
ん
す
」
　
「
ま
あ
大
き
な
雪
に
な
り
ま
し
て
」
/
と
詰
を
か
は
し
て

手
を
吹
い
た
。
/

向
ひ
の
山
は
も
う
何
と
も
云
え
な
い
美
観
で
あ
る
、
節
で
ふ
る
つ
/
た
様
な

.
ヽ
`
′雪
が
又
L
も
降
っ
て
来
た
、
鎮
守
神
社
の
尾
根
が
1
つ
、
物
葺
/
い
様
な
森
の

中
に
寒
む
さ
う
で
あ
る
。
見
波
す
か
ぎ
り
青
か
っ
た
麦
が
/
今
は
黄
白
に
な
っ

て
ゐ
る
、
犬
が
嬉
し
さ
う
に
飛
ん
で
行
く
　
学
校
の
庭
/
に
は
大
き
な
だ
る
魔

が
作
ら
れ
た
。
拒
臆
に
這
入
っ
て
ゐ
た
祖
母
が
日
銭
越
し
に
外
を
み
て
、
あ
あ
、

と
幣
/
い
た
、
太
陽
は
黄
白
な
雪
を
照
い
て
目
ば
ゆ
い
。
/

ど
ろ
7
1
7
1
と
雪
ず
り
が
す
る
　
庭
に
猫
が
筋
ろ
-
　
障
子
に
桔
/
た
け

の
影
が
覚
る
、
雪
は
暫
く
止
ん
だ
　
家
々
で
は
煙
が
出
だ
/
し
た
、
と
、
学
校

で
は
け
た
た
ま
し
く
豊
の
鈴
が
鳴
る
/
、

退
も
や
う
や
-
人
通
り
が
多
く
な
る
と
何
所
か
の
賓
伯
が
7
生
/
懸
命
に
な

っ
て
罵
す
/

長
々
と
川
一
筋
や
雪
の
原
/

と
は
よ
-
云
っ
た
も
の
だ
、
ど
う
思
っ
て
も
昔
の
者
は
賢
い
o
/

口
語
常
体
で
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
変
体
仮
名
、
続
け
字
の
使
用
が
出
て

き
て
い
ま
す
o
雪
の
降
っ
た
寒
い
朝
へ
雪
か
き
を
す
る
老
人
の
あ
い
さ
つ
が
璃

り
込
ま
れ
、
遠
景
描
写
が
配
置
さ
れ
る
.
そ
の
後
で
'
す
ぐ
わ
が
家
の
場
面
に
引

き
も
ど
さ
れ
'
祖
母
の
眼
鏡
越
し
の
道
の
あ
り
さ
ま
を
写
し
て
い
く
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
現
描
写
の
鋭
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
「
三
つ
四
つ
梅

の
花
の
よ
う
な
足
跡
が
つ
い
て
い
た
.
」
　
(
雀
の
足
跡
を
愛
ら
し
い
梅
の
花
で

形
容
し
て
い
る
)
　
「
節
で
ふ
る
っ
た
よ
う
な
雪
」
　
「
ど
ろ
ど
ろ
ど
ろ
と
雪
ず
り

が
す
る
」
な
ど
に
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
凡
兆
の
「
長
々
と
川
1
筋
や
雪
の
原
」

で
結
ん
で
い
ま
す
が
'
そ
の
凡
兆
に
托
し
て
者
の
人
は
楕
か
っ
た
の
だ
と
感
嘆

の
芦
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
ら
し
い
心
の
声
で
す
。

な
お
、
梶
井
益
次
郎
の
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
1
節
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
'
大
正
十
四
年
、
作
者
二
十
五
歳
の
と
き
に
発
表
さ

れ
た
も
の
で
す
。

-
-
「
け
ふ
は
青
空
よ
い
天
気

ま
え
の
家
で
も
隣
で
も

水
汲
む
洗
ふ
掛
廿
る
干
す

国
定
教
科
書
に
あ
っ
た
の
か
小
学
唱
歌
に
あ
っ
た
の
か
'
少
年
の
時
に
歌
っ

お
も

た
歌
の
文
句
が
憶
ひ
出
さ
れ
た
.
そ
の
言
葉
に
は
何
の
た
く
み
も
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
彼
が
少
年
だ
っ
た
時
代
へ
　
そ
の
歌
に
よ
っ
て
抱
い
た
し
ん
に

朗
ら
か
な
新
鮮
な
想
像
が
'
思
ひ
が
け
ず
彼
の
胸
に
お
し
寄
せ
た
。

か
あ
か
あ
烏
が
鳴
い
て
ゆ
く

お
寺
の
屋
根
へ
'
お
宮
の
森
へ
、

か
あ
か
あ
烏
が
鳴
い
て
ゆ
く
。

そ
れ
に
は
画
が
あ
っ
た
o
ま
た
「
四
方
」
と
か
い
う
題
で
'
子
供
が
朝
日
の

方
を
向
い
て
手
を
拡
げ
て
ゐ
る
図
な
ど
の
記
憶
が
'
次
つ
ぎ
憤
ひ
出
さ
れ
て
来

た
o
国
定
教
科
書
の
肉
筆
め
い
た
棺
書
の
活
字
O
ま
た
何
と
い
う
画
家
の
手
に

な
っ
た
も
の
か
、
角
の
な
い
そ
の
字
体
を
感
じ
の
ま
る
で
以
た
'
ま
た
子
供
と
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い
へ
ば
円
顔
の
優
等
生
の
や
う
な
顔
を
し
て
ゐ
る
と
云
っ
た
凪
の
、
挿
画
の
こ

と
。
「
何
と
か
権
所
有
」
そ
れ
を
ゴ
ン
シ
ョ
イ
ウ
と
'
人
の
前
で
読
ま
な
か
っ
た

が
'
心
の
な
か
で
仮
に
極
め
て
読
ん
で
い
た
こ
と
。
そ
の
な
ん
と
か
権
所
有

の
'
こ
れ
も
そ
う
恩
へ
ば
国
定
教
科
書
に
似
つ
か
は
し
い
、
手
紙
の
文
例
の
宛

名
の
よ
う
な
'
人
の
名
O
そ
ん
な
奥
附
の
有
様
ま
で
が
憶
ひ
出
さ
れ
た
。
-
　
少

年
の
時
に
は
そ
の
画
の
通
り
の
所
が
何
処
か
に
あ
る
や
う
な
気
が
し
て
い
た
。

さ
う
し
た
単
純
に
正
直
な
児
が
何
処
か
に
ゐ
る
よ
う
な
気
が
し
て
ゐ
た
。
彼
に

は
そ
ん
な
事
が
恩
は
れ
た
.
そ
れ
等
は
な
に
か
そ
の
頃
の
憧
憶
の
対
象
で
も
あ

っ
た
o
単
純
で
、
平
明
で
'
健
焼
な
世
界
。
-
　
今
そ
の
世
界
が
、
彼
の
前
に

あ
る
。
思
ひ
も
か
け
ず
、
こ
ん
な
田
舎
の
緑
樹
の
蔭
に
、
そ
の
世
界
は
も
っ
と
新

鮮
な
形
を
具
え
て
存
在
し
て
い
る
.
そ
ん
な
国
定
教
科
台
風
な
感
傷
の
な
か

に
、
彼
は
彼
の
営
む
べ
き
生
活
が
指
唆
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
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(
以
下
略
)
-
-

こ
の
よ
う
に
梶
井
基
次
郎
は
'
国
定
教
科
書
へ
の
感
懐
を
述
べ
て
い
ま
す
が
'

単
純
で
、
平
明
で
、
健
康
な
世
界
へ
そ
れ
が
へ
い
つ
ま
で
も
胸
の
中
に
大
切
に

し
ま
っ
て
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
'
祖
父
の
綴
り
方
練
習
帳
'
「
文
の
誉
」

の
中
か
ら
も
、
そ
ん
な
世
界
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
祖
父
に
、
『
か
あ
か
あ
烏

が
-
-
』
ゐ
歌
'
知
っ
て
る
7
、
」
と
尋
ね
ま
す
と
'
「
よ
-
う
た
っ
た
も
の

だ
。
」
と
言
い
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
私
に
コ
ー
チ
し
て
く
れ
る
の
で
し
た
。

付
記
　
資
料
「
文
の
誉
」
の
全
文
は
、
次
号
以
下
に
翻
刻
へ
掲
載
の
予
定
で

あ
る
。

(
編
集
部
)




